
特
集
　
生
徒
・
教
師
・
教
科
が
つ
な
が
る
探
究
学
習

ニ
ン
グ
す
る
手
法
で
、
１
年
次
は
探
究
力

を
養
う
た
め
の
基
礎
づ
く
り
、
２
年
次
は

研
究
の
実
践
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
３
年
次
は

そ
の
集
大
成
と
し
て
小
論
文
に
取
り
組
む
。

　
08
年
に
は
、
探
究
学
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
通
し
て
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
力
を
教
師

間
で
共
有
す
る
た
め
に
、
夏
季
休
業
中
に

有
志
が
集
ま
り
、
教
育
活
動
の
基
本
姿
勢

を
示
す
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
練
ら
れ
た
。

学
力
を
「
知
識
・
理
解
」「
価
値
・
態
度
」「
活

用
力
」
の
３
要
素
で
捉
え
、
そ
の
３
つ
の

学
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
身
に
つ
け
る
こ
と

で
、
同
校
の
目
指
す
「
自
立
・
自
律
・
連

帯
で
き
る
女
性
」
を
育
成
す
る
こ
と
が
確

　「
探
究
に
必
要
な
問
い
の
設
定
や
情
報
収

集
・
分
析
、
分
析
結
果
の
報
告
な
ど
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
な
い
ま
ま
取
り
組
ま
せ

た
た
め
、
単
な
る
調
べ
学
習
、
結
論
あ
り

き
の
探
究
で
終
わ
っ
て
い
た
の
で
す
」

　
そ
の
原
因
を
探
る
た
め
、
教
師
た
ち
が

生
徒
の
発
表
内
容
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

調
べ
学
習
と
探
究
の
違
い
を
理
解
し
て
い

な
い
生
徒
が
多
い
こ
と
、
研
究
法
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
で

あ
る
と
分
か
っ
た
。
そ
し
て
07
年
、
教
師

た
ち
は
総
合
学
習
の
改
編
に
着
手
す
る
。

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
た
の
は
、
シ
チ
ズ
ン

シ
ッ
プ
教
育
で
使
わ
れ
る
「
ス
キ
ル
・
ベ
ー

ス
ド
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」
だ
。
情
報
収
集
・

分
析
の
方
法
を
ス
キ
ル
と
捉
え
て
ト
レ
ー

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」に

お
け
る
探
究
学
習

愛
知
県
・
私
立
金き

ん

城じ
ょ
う

学
院
中
学
校
・
高
校

研
究
手
法
を
ス
キ
ル
と
し
て
身
に
つ
け
、

「
問
い
」に
こ
だ
わ
る
探
究
学
習
を
実
践

金
城
学
院
中
学
校・高
校
で
は
、調
べ
学
習
に
終
始
し
た
従
来
の「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」の
反
省
か
ら
、

研
究
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
徹
底
的
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
、「
問
い
」
の
設
定
を
重
視
す
る

探
究
学
習
へ
の
転
換
を
図
っ
た
。
２
０
１
６
年
に
は
新
し
い
学
力
観
へ
の
対
応
、
育
て
た
い
人
材
像
の

浸
透
を
目
的
と
し
て
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
改
訂
を
行
い
、
さ
ら
な
る
深
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　
金
城
学
院
中
学
校
・
高
校
が
、「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」（
以
下
、
総
合
学
習
）
に

お
け
る
探
究
学
習
の
見
直
し
に
着
手
し
た

の
は
２
０
０
６
年
の
こ
と
。
同
校
で
は
、

01
年
か
ら
「
共
に
生
き
る
」
を
テ
ー
マ
と

す
る
探
究
学
習
を
行
っ
て
き
た
。
１
年
次

は
福
祉
問
題
、
２
年
次
は
国
際
問
題
に
つ

い
て
グ
ル
ー
プ
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
探
究
・

発
表
を
行
っ
て
い
た
が
、
多
く
の
グ
ル
ー

プ
が
一
般
的
な
感
想
や
希
望
を
述
べ
る
に

と
ど
ま
っ
て
い
た
。
総
合
学
習
の
立
ち
上

げ
か
ら
か
か
わ
っ
て
き
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

研
究
部
長
の
柳
瀬
公
代
先
生
は
言
う
。

金
城
学
院
中
学
校
・
高
校

水
野
志
帆
子
　み
ず
の
・
し
ほ
こ

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
13
年
目
。
企
画
広

報
担
当
。「
生
徒
の
喜
び
や
悲
し
み
を
共
有
し
な
が

ら
、
一
緒
に
成
長
し
て
い
け
る
教
師
で
あ
り
た
い
」

金
城
学
院
中
学
校
・
高
校

山
内
麻
記
子

　や
ま
う
ち
・
ま
き
こ

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
13
年
目
。
企

画
広
報
担
当
。「
正
解
を
示
す
の
で
は
な
く
、
生

徒
に
寄
り
添
う
姿
勢
を
常
に
持
っ
て
い
た
い
」

金
城
学
院
中
学
校
・
高
校

中
山
大
輔

　な
か
や
ま
・
だ
い
す
け

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。
企
画

広
報
担
当
。「
一
人
ひ
と
り
が
大
事
に
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
、
生
徒
た
ち
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
」

金
城
学
院
中
学
校
・
高
校

山
崎
貴
美

　や
ま
ざ
き
・
た
か
み

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
18
年
目
。
国

際
教
育
課
。「
生
徒
が
ど
ん
な
時
で
も
前
向
き
に

歩
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
常
に
笑
顔
で
！
」

金
城
学
院
中
学
校
・
高
校

柳
瀬
公
代
　や
な
せ
・
き
み
よ

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
26
年
目
。
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
研
究
部
長
。「
物
事
の
見
方
や
考
え
方

の
転
換
を
も
た
ら
す
授
業
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
い
」

金
城
学
院
中
学
校
・
高
校
副
校
長

長
屋
頼
子

　な
が
や
・
よ
り
こ

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
36
年
目
。「
す
べ

て
の
活
動
が
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
成
長
や
将
来

の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
な
が
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
」

愛
知
県
・
私
立
金
城
学
院
中
学
校
・
高
校

◎
女
性
の
社
会
的
地
位
の
向
上
を
目
指
し
て
創
立
さ

れ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
。
ス

ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
は
「
主
を
畏
れ
る
こ
と
は
知
恵
の

初
め
」。

◎
設
立
　
１
８
８
９
（
明
治
22
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
女
子

◎
生
徒
数
　
1
学
年
約
３
2
０
人

◎
２
０
１
６
年
度
入
試
合
格
実
績
︵
現
浪
計
︶

国
公
立
大
は
、
千
葉
大
、
名
古
屋
大
、
名
古
屋
工
業

大
、
三
重
大
、
神
戸
大
、
奈
良
女
子
大
、
愛
知
県
立

大
、
名
古
屋
市
立
大
な
ど
に
18
人
が
合
格
。
私
立
大

は
、
青
山
学
院
大
、
慶
應
義
塾
大
、
国
際
基
督
教
大
、

上
智
大
、
東
京
理
科
大
、
早
稲
田
大
、
金
城
学
院
大
、

南
山
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
学
院
大
な

ど
に
延
べ
３
３
９
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　http://w
w
w
.hs.kinjo-u.ac.jp

「
感
想
レ
ベ
ル
」の
研
究
に

終
始
し
た
初
期
の
探
究
学
習

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
よ
り

取
り
組
み
の
ね
ら
い
を
共
有
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認
さ
れ
た
。

　
同
校
の
総
合
学
習
が
「D

ignity

」
と

名
づ
け
ら
れ
た
の
も
、
こ
の
時
で
あ
る
。

「D
ignity

」
は
品
位
・
尊
厳
と
い
っ
た
意

味
だ
が
、
６
代
校
長
の
エ
ラ
・
ヒ
ュ
ー
ス

ト
ン
氏
が
し
ば
し
ば
生
徒
に
語
り
か
け
た

言
葉
だ
と
い
う
。
長な

が

屋や

頼よ
り

子こ

副
校
長
は
、

「『D
ignity

』
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
人
は

『
深
く
物
事
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
』

で
あ
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
と
も
に
本
校
の
総

合
学
習
で
育
て
た
い
力
を
象
徴
す
る
名
称

だ
と
思
い
ま
す
」
と
、「D

ignity

」
の
ね
ら

い
を
語
る
。

　
同
校
の
総
合
学
習
は
週
１
時
間
。
授
業

は
12
～
13
人
の
総
合
学
習
担
当
教
師
が
行

う
。「
担
任
が
指
導
す
る
案
も
検
討
し
ま
し

た
が
、
他
校
の
実
践
事
例
か
ら
、
一
気
に

学
校
全
体
に
広
げ
よ
う
と
す
る
と
、
足
並

み
を
そ
ろ
え
る
の
が
難
し
く
な
る
と
考
え
、

有
志
の
先
生
方
で
指
導
に
あ
た
る
こ
と
に

し
ま
し
た
」
と
、
柳
瀬
先
生
は
説
明
す
る
。

毎
年
メ
ン
バ
ー
の
入
れ
替
え
が
あ
り
、
現

在
、
全
教
師
の
４
割
程
度
が
「D

ignity

」

の
授
業
を
行
え
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
研
究
テ
ー
マ
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
、
ほ
ぼ
全
教
科
の
教
師
が
担
当

メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
い
る
。

　
１
年
次
は
テ
キ
ス
ト
批
評
を
通
し
て
、

レ
ポ
ー
ト
や
論
文
を
書
く
た
め
の
基
礎
力

を
身
に
つ
け
る
。
最
初
に
簡
単
な
文
章
を

読
ん
で
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

（
書
か
れ
て
い
る
問
い
、
そ
れ
に
対
す
る
筆

者
の
主
張
と
根
拠
を
構
造
的
に
整
理
す
る

手
法
）
や
パ
ラ
グ
ラ
フ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の

手
法
を
使
い
、
論
理
的
な
文
章
を
書
く
練

習
を
行
う
。
そ
の
上
で
、
社
会
問
題
を
テ
ー

マ
と
し
た
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
か
ら
１
冊
を
生

徒
が
選
ん
で
要
約
・
批
評
を
行
い
、
グ
ル
ー

プ
単
位
で
批
評
文
を
作
成
・
発
表
す
る
。

　「
今
の
生
徒
に
足
り
な
い
の
は
文
章
を
読

解
す
る
力
。
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
は
本
格
的
な

論
文
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
必
ず
筆
者
の

問
題
意
識
に
基
づ
く
問
い
と
主
張
、
そ
の

根
拠
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
課
題
か
ら

具
体
的
な
研
究
へ
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
い
く
の
か
、
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
を
通

し
て
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
論
理
的
に

文
章
を
読
む
力
・
書
く
力
を
身
に
つ
け
さ

せ
た
い
と
考
え
ま
し
た
」（
柳
瀬
先
生
）

　
グ
ル
ー
プ
活
動
で
は
、
筆
者
の
問
い
・

主
張
・
根
拠
を
読
み
取
り
、
そ
れ
ら
を
共

有
し
た
上
で
、
各
自
で
作
成
し
た
批
評
文

を
持
ち
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
で
完
成
さ
せ
る
。

そ
し
て
、
導
入
・
要
約
・
批
評
か
ら
成
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ク
ラ
ス
で
行
い
、

ク
ラ
ス
代
表
が
学
年
全
体
で
発
表
す
る
。

　
ク
ラ
ス
審
査
は
審
査
項
目
に
基
づ
い
て

生
徒
同
士
で
行
う
。
審
査
項
目
は
、
要
約

図１ リサーチクエスチョン演習

１
年
次
は
テ
キ
ス
ト
批
評
で

論
理
的
な
文
章
を
作
成
す
る
力
を
育
成
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特
集
　
生
徒
・
教
師
・
教
科
が
つ
な
が
る
探
究
学
習

や
批
評
の
要
点
が
簡
潔
明
瞭
か
、
著
者
の

問
い
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
か
、
自
分

の
意
見
と
そ
の
根
拠
が
明
確
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
か
な
ど
だ
。「
他
グ
ル
ー
プ
の
審
査

を
行
う
こ
と
で
、
よ
い
要
約
や
批
評
、
プ

レ
ゼ
ン
と
は
何
か
を
学
ぶ
機
会
に
な
っ
て

い
る
」
と
、
長
屋
副
校
長
は
指
摘
す
る
。

　
２
年
次
は
生
徒
が
各
自
で
「
問
い
」（
リ

サ
ー
チ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
）
を
立
て
、
そ
の

解
決
に
向
け
て
探
究
活
動
を
行
う
。
ま
ず
、

研
究
の
手
順
を
学
ぶ
た
め
に
ミ
ニ
リ
サ
ー

チ
演
習
を
行
う
。
そ
こ
で
は
、「
テ
レ
ビ
番

組
の
種
類
と
曜
日
・
時
間
帯
に
は
、
ど
の

よ
う
な
関
係
が
あ
る
か
」
と
い
っ
た
身
近

な
問
い
を
通
じ
て
、
資
料
検
索
や
情
報
整

理
な
ど
の
方
法
を
学
ぶ
。

　
続
い
て
「
問
い
」
の
設
定
の
仕
方
を
学

ぶ
。
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
練
習
の
た
め
に

あ
え
て
「
大
き
す
ぎ
る
問
い
」
を
提
示
し
、

失
敗
さ
せ
る
た
め
の
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て

い
る
点
だ
（
図
１
）。
生
徒
は
４
、５
人
の

グ
ル
ー
プ
に
な
り
、「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」「
若

者
こ
と
ば
」「
少
子
化
」
な
ど
か
ら
興
味
の

あ
る
テ
ー
マ
を
選
ぶ
。
初
め
に
自
分
た
ち

で
調
べ
た
い
こ
と
、
知
り
た
い
こ
と
を
仮

の
問
い
と
し
て
挙
げ
、
そ
れ
に
対
し
て
社

会
的
な
背
景
・
経
緯
・
現
状
・
信
憑
性
な

ど
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
を
加
え
る
。

　
次
に
「
問
い
」
に
対
す
る
「
仮
説
」
を

考
え
、
検
証
す
る
た
め
の
「
小
さ
な
問
い
」

（「
仮
説
」
を
検
証
す
る
た
め
に
必
要
な
調

査
）
を
書
き
出
し
、
さ
ら
に
「
仮
説
」
を

振
り
返
る
作
業
を
経
て
研
究
対
象
と
な
る

「
問
い
」
を
絞
り
込
ん
で
い
く
。
こ
の
プ
ロ

セ
ス
を
経
る
こ
と
で
、「
問
い
」
を
焦
点
化

し
な
け
れ
ば
適
切
な
仮
説
や
そ
の
検
証
方

法
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に

気
づ
か
せ
る
の
だ
。

　
こ
の
時
、
教
師
は
机
間
巡
視
を
し
な
が

ら
、
各
グ
ル
ー
プ
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え

て
い
く
。
発
足
以
来
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

山や
ま

崎ざ
き

貴た
か

美み

先
生
は
、「
調
査
項
目
や
方
法
が

多
く
、
研
究
の
途
中
で
困
難
が
予
想
さ
れ

る
よ
う
な
場
合
は
、『
本
当
に
で
き
る
の
？
』

と
問
い
か
け
、も
う
一
度
、『
問
い
』
や
『
仮

説
』
に
立
ち
戻
り
、
そ
れ
ら
が
適
切
か
ど

う
か
を
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

机
間
巡
視
の
中
で
主
体
的
に
考
え
る
こ
と

が
で
き
た
グ
ル
ー
プ
は
、
あ
る
程
度
う
ま

図２ グランドデザイン

【教育方針】社会に参画し、主体的に生きる
金城学院では、聖書に基づくキリスト教教育を土台として、「科学的思考」「表現」「協働」の3つのカを伸ばし、様々な
価値観があふれるグローバル社会を主体的に生き抜く女性を育てます。

・自分の言葉で伝える。
・疑問を言葉にして伝える。
・表現することで自分の考え
を客観的に捉え、新たな
学びにつなげる。

・疑問を持ち、課題を立てる。
・適切な情報を集め、それらを様々な角度から分析する。
・分析結果を総合して、課題を解決する。

・自分の考えを明確に伝
え、他者の考えを聴く。
・対話から新たな発見をす
る。
・他者とともに目標を達成
する。

新デザイン

表現

科学的思考

協働

「
大
き
す
ぎ
る
問
い
」
を
提
示
し
、

あ
え
て
失
敗
を
経
験
さ
せ
る
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く
い
き
ま
す
が
、
教
師
の
言
わ
れ
る
が
ま

ま
に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
取
り
組
む
だ
け
の

グ
ル
ー
プ
は
本
質
的
な
と
こ
ろ
ま
で
理
解

で
き
ま
せ
ん
。『
問
い
』
を
設
定
さ
せ
る
難

し
さ
を
い
つ
も
感
じ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
一
連
の
学
習
が
終
わ
っ
た
段
階
で
、
２

～
４
人
の
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
本
格
的
な

探
究
に
向
け
て
、１
学
期
中
に
仮
の
「
問
い
」

の
設
定
ま
で
を
行
う
。
夏
季
休
業
中
に
研

究
領
域
に
関
す
る
資
料
を
読
ん
で
そ
の
報

告
書
を
書
き
、２
学
期
か
ら
は
「
問
い
」「
仮

説
」「
調
査
方
法
」
を
設
定
し
て
グ
ル
ー
プ

研
究
に
取
り
組
み
、
最
終
的
に
ク
ラ
ス
発

表
・
全
体
発
表
を
行
う
。

　
続
い
て
、
３
年
次
に
取
り
組
む
小
論
文

の
テ
ー
マ
を
２
年
次
の
３
学
期
中
に
決
め
、

３
年
次
の
１
学
期
間
で
書
き
上
げ
る
。
テ
ー

マ
は
自
由
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
自

分
の
将
来
の
志
望
に
近
い
も
の
を
選
び
、

こ
れ
が
事
実
上
の
卒
業
論
文
と
な
る
。

 

　
16
年
８
月
、
同
校
は
「D

ignity

」
の
立

ち
上
げ
以
来
、
８
年
ぶ
り
に
学
力
育
成
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
改
訂
し
た
。「
知
識
・

理
解
」「
価
値
・
態
度
」「
活
用
力
」
を
「
科

学
的
思
考
」「
協
働
」「
表
現
」
に
改
め
（
Ｐ
．

17
図
２
）、
教
科
教
育
や
特
別
活
動
な
ど
あ

ら
ゆ
る
教
育
活
動
で
３
つ
の
力
を
育
成
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
。「
08
年
当
時
と
比
べ

て
、
21
世
紀
型
学
力
に
関
す
る
私
た
ち
の

知
識
も
増
え
、
改
め
て
次
期
学
習
指
導
要

領
に
対
応
で
き
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

作
成
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」
と
柳
瀬
先

生
は
そ
の
ね
ら
い
を
語
る
。

　
新
た
な
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
策
定
は
、

15
年
度
の
夏
季
休
業
中
の
５
日
間
を
か
け

て
行
わ
れ
た
。
校
長
の
呼
び
か
け
に
応
じ

て
多
く
の
教
師
が
議
論
に
参
加
し
た
。
参

加
者
は
授
業
で
感
じ
る
生
徒
の
課
題
、
育

て
た
い
力
、
生
徒
の
強
み
や
弱
み
な
ど
、

思
い
つ
く
キ
ー
ワ
ー
ド
を
自
由
に
出
し
合

い
、
図
に
整
理
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら

を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
研
究
部
で
集
約
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
検
討
の
プ
ロ
セ
ス
を
採
っ

た
の
は
、
学
校
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
く

意
識
を
醸
成
す
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
と
、

長
屋
副
校
長
は
明
か
す
。

　「
従
来
の
学
力
観
は
有
志
の
教
師
が
ま
と

め
た
も
の
だ
っ
た
た
め
、
必
ず
し
も
学
校

全
体
に
浸
透
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
多

く
の
教
師
が
議
論
に
加
わ
る
こ
と
で
、
育

成
し
た
い
力
を
共
有
し
、
当
事
者
意
識
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え

ま
し
た
。
た
と
え
、
自
分
の
意
見
が
直
接

反
映
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
自
分
も

議
論
の
場
に
い
た
、
発
言
し
た
と
い
う
思

い
が
あ
れ
ば
、
取
り
組
み
へ
の
意
識
も
変

わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　「D
ignity

」
の
開
始
か
ら
約
10
年
。
学

ん
だ
研
究
・
発
表
の
ス
キ
ル
が
、
大
学
で

役
立
っ
て
い
る
と
感
じ
る
卒
業
生
は
多
い
。

山
崎
先
生
は
「
ゼ
ミ
で
プ
レ
ゼ
ン
を
行
う

時
、
戸
惑
う
こ
と
な
く
準
備
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
と
、
多
く
の
卒
業
生
が
言
い

ま
す
。
本
校
の
卒
業
生
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
い
る
と
い
う
声
は
、
大
学

の
先
生
方
か
ら
も
伺
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
入
試
と
の
つ
な
が
り
を
実
感
す
る
教
師

も
多
い
。
企
画
広
報
担
当
で
進
路
指
導
課

の
中
山
大
輔
先
生
は
、　「『D

ignity

』
で
学

ん
だ
プ
レ
ゼ
ン
の
手
法
や
研
究
内
容
に
関

す
る
知
識
が
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
の
小
論

文
や
面
接
で
役
立
っ
た
と
い
う
生
徒
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。『D

ignity

』
で
身
に
つ

け
た
力
が
入
試
に
も
生
か
さ
れ
る
と
い
う

実
感
を
、
多
く
の
先
生
方
が
持
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
」
と
力
を
込
め
る
。

　
個
人
レ
ベ
ル
で
「D

ignity

」
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
踏
ま
え
た
教
科
指
導
が
実
践
さ
れ
始

め
た
の
も
大
き
な
変
化
だ
。
英
語
科
の
水

野
志
帆
子
先
生
は
、「
授
業
で
は
『D

ignity

』

の
１
年
次
で
実
践
し
て
い
る
パ
ラ
グ
ラ
フ

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
や
要
約
の
手
法
を
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
ほ
か
の
先
生
方
や

他
教
科
と
連
携
し
な
が
ら
授
業
案
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
抱
負
を
語
る
。

　「D
ignity

」
の
担
当
者
が
、
ほ
ぼ
全
教
科

に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
教
科
横
断
で
情
報
交

換
す
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
も
大
き
な
収

穫
だ
っ
た
。「『D

ignity

』
を
始
め
て
か
ら
、

職
員
室
で
も
教
科
を
超
え
て
情
報
交
換
が

な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
探
究
学

習
の
話
題
を
通
し
て
、
他
教
科
の
教
師
の

知
識
や
発
想
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
私

た
ち
自
身
も
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」（
長
屋
副
校
長
）

　
一
方
、
課
題
は
、「D

ignity

」
で
育
成
す

る
３
要
素
を
教
科
や
教
科
外
活
動
で
も
育

成
し
て
い
く
こ
と
だ
。
企
画
広
報
担
当
で

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
研
究
部
の
山
内
麻
記
子
先

生
は
「『D

ignity

』
で
育
成
し
て
い
る
思

考
力
や
表
現
力
、
主
体
的
な
学
習
態
度
は
、

あ
ら
ゆ
る
教
科
で
必
要
な
力
だ
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
生
徒
自
身
が
そ
の

つ
な
が
り
を
実
感
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て

い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
各
教
科
で
育
ま

21
世
紀
型
学
力
の
育
成
に
向
け
て

全
校
で
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
改
訂

「D
ignity

」
を
通
し
て

大
学
で
必
要
な
ス
キ
ル
を
習
得

18 October  2016
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特
集
　
生
徒
・
教
師
・
教
科
が
つ
な
が
る
探
究
学
習

れ
た
知
的
好
奇
心
と
『D

ignity

』
を
結
び

つ
け
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
同
校
で
は
教
科
の

授
業
の
中
で
「
問
い
」
を
見
つ
け
る
仕
組

み
を
模
索
し
て
い
る
。
現
在
検
討
し
て
い

る
の
は
、
各
教
科
で
生
徒
が
疑
問
に
思
っ

た
こ
と
や
知
識
・
理
解
を
深
め
た
い
と
思
っ

た
事
柄
を
、
そ
の
都
度
生
徒
が
専
用
ノ
ー

ト
に
書
き
留
め
、「D

ignity

」
の
授
業
で
「
問

い
」
を
立
て
る
際
に
、
そ
こ
か
ら
テ
ー
マ

を
選
ぶ
と
い
う
仕
組
み
だ
。
疑
問
や
関
心

を
持
っ
た
事
柄
を
書
き
留
め
、
分
類
す
る

こ
と
で
、
自
分
が
気
づ
か
な
か
っ
た
興
味

や
適
性
が
見
え
て
く
る
と
の
期
待
も
あ
る
。

　
も
う
１
つ
の
課
題
は
、「D

ignity

」
の
成

果
を
客
観
的
に
測
る
評
価
方
法
の
開
発
だ
。

現
在
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
沿
っ
た
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
作
成
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る
。

　「
情
緒
的
な
つ
な
が
り
が
従
来
の
日
本
の

教
育
の
特
徴
で
し
た
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
で
は
日
本
的
な
価
値
観
だ
け
で
は
通
用

し
ま
せ
ん
。
教
育
を
科
学
的
に
捉
え
る
視

点
を
養
う
こ
と
で
、
学
校
全
体
の
教
育
力

を
さ
ら
に
高
め
て
い
け
る
よ
う
工
夫
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
柳
瀬
先
生
）

る
た
め
に
、
地
域
の
地
場
産
業
で
あ
る
石

州
瓦
に
ち
な
ん
だ
「
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
探
究
学
習
を
、
１
年

生
で
ス
タ
ー
ト
し
、
よ
り
生
活
や
地
域
に

根
差
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
目
指
し
た
。

　「
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
狭
い
意
味
で
の

進
学
先
選
択
や
職
業
選
択
に
と
ど
ま
ら

ず
、
社
会
の
中
で
の
生
き
方
、
あ
り
方

を
学
ぶ
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
地
域
の
課
題
を
探
究
し
て
い
く
中

で
学
ん
で
い
く
こ
と
が
、
身
近
で
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
瓦
は
一

見
、
家
や
家
具
な
ど
目
に
見
え
る
も
の
だ

け
を
守
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、

実
は
そ
の
下
に
は
人
々
の
生
活
や
喜
怒
哀

楽
と
い
っ
た
目
に
見
え
な
い
も
の
も
あ
り

　
島
根
県
立
江
津
高
校
は
、
島
根
県
中
央

部
の
日
本
海
に
面
す
る
江
津
市
に
あ
る
小

規
模
校
で
あ
る
。
人
口
減
少
や
産
業
衰
退

が
進
む
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
地
方
創

生
を
担
う
人
材
育
成
を
目
標
に
掲
げ
て
、

２
０
１
３
年
度
か
ら
３
年
間
、「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
を
利
用
し
た
「Glocal 

Career Education

」（
Ｇ
Ｃ
Ｅ
）
と
称
す

る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
展
開
し
て
き
た
。

　
15
年
度
、
前
任
校
で
探
究
学
習
を
主

導
し
て
き
た
門
脇
勤
先
生
が
赴
任
し
た
の

を
機
に
、
同
校
は
探
究
学
習
の
再
編
に
乗

り
出
す
。
取
り
組
み
の
理
念
を
明
確
化
す

ま
す
。
探
究
学
習
を
通
し
て
、
そ
う
し
た

目
に
見
え
な
い
大
切
な
も
の
や
課
題
に
気

づ
き
、
そ
れ
を
守
っ
た
り
改
善
し
た
り
す

る
経
験
を
積
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
し

た
」
と
門
脇
先
生
は
語
る
。
同
校
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
に
は
も
う
1
つ
課
題
が
あ
っ

た
。
探
究
学
習
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お
け
る

探
究
学
習

島
根
県
立
江ご

う

津つ

高
校

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
中
に
探
究
学
習
を
位
置
づ
け
、

社
会
に
お
け
る
自
分
の
あ
り
方
を
深
く
考
え
る

島
根
県
立
江
津
高
校
で
は
、
２
０
１
５
年
度
よ
り
「
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
称
し
、

地
域
の
強
み
・
弱
み
を
考
え
る
探
究
学
習
を
推
進
し
て
い
る
。
16
年
度
か
ら
は
ベ
ネ
ッ
セ
の

「
進
路
サ
ポ
ー
ト
」
を
導
入
し
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
基
盤
と
し
、

そ
の
流
れ
の
中
に
探
究
学
習
を
位
置
づ
け
、
指
導
の
体
系
化
、
教
師
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

島
根
県
立
江
津
高
校

◎
「
思
慮
・
高
邁
・
貫
徹
」
を
校
訓
に
地
域
・
社
会

を
幸
せ
に
す
る
力
を
培
う
。
13
年
度
か
ら
３
年
間
「
地

域
で
つ
な
ぐ
キ
ャ
リ
ア
教
育
モ
デ
ル
事
業
」
の
指
定

を
受
け
た
。

◎
設
立
　
１
９
５
８
（
昭
和
33
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
1
学
年
約
70
人

◎
２
０
１
６
年
度
入
試
合
格
実
績
︵
現
役
の
み
︶

国
公
立
大
は
、
和
歌
山
大
、
島
根
大
、
山
口
大
、
島

根
県
立
大
、山
口
県
立
大
に
12
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

京
都
精
華
大
、
摂
南
大
、
岡
山
理
科
大
、
広
島
文
教

女
子
大
、
広
島
工
業
大
、
福
山
大
、
徳
山
大
、
四
国
大
、

徳
島
文
理
大
、
福
岡
大
な
ど
に
延
べ
29
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　http://w
w
w
.gohtsu.ed.jp/

島
根
県
立
江
津
高
校

門
脇
勤
　か
ど
わ
き
・
つ
と
む

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
キ
ャ
リ

ア
教
育
地
域
連
携
推
進
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
。「
ど

ん
な
時
代
で
も
、
挑
戦
し
続
け
る
人
を
育
て
た
い
」

島
根
県
立
江
津
高
校

永
岡
徹
郎

　な
が
お
か
・
て
つ
ろ
う

教
職
歴
20
年
。同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

進
路
指
導
部
長
。「
生
徒
と
と
も
に
歩
み

た
い
」

「
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

地
域
に
根
差
し
た
探
究
学
習
を
開
始

19  October  2016
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